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食塩水・水・食塩の混合 

 

ビーカーＡおよびＢには食塩水，ビーカーＣには水が入っていて，どれも等しい重さです。ビーカーＡと

Ｂに入っている食塩水の濃さの比は３：５です。 

ビーカーＡに食塩を１０ｇ入れてよくかき混ぜてできる食塩水と，ビーカーＢに食塩を１０ｇ入れてよく

かき混ぜてできる食塩水の濃さの差は４.２％です。 

また，ビーカーＣに，ビーカーＢに最初に入っていた食塩水を１０ｇ入れてよくかき混ぜると１.５％の

濃さになります。ビーカーＡに最初に入っていた食塩水の濃さは何％ですか。 
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食塩水・水・食塩の混合 ７.２％ 

 

 図①は，てんびん図の上の部分です。ビーカーＡの食塩水と１０ｇの食塩を混ぜてできる食塩水の濃さを

△％，ビーカーＢの食塩水と１０ｇの食塩を混ぜてできる食塩水の濃さを□％とすると，ビーカーＡとＢの

食塩水の重さは等しいので，ア：イ＝(ア)：(イ)になります。 

 ここで，仮にビーカーＡの食塩水にビーカーＢの食塩水を１０ｇ混ぜたときの濃さを◇％とすると， 

ア：イ＝(ア)：(イ)＝＜ア＞：＜イ＞となり，＜ア＞＋ア＝（ア），＜イ＞＋イ＝（イ）が成り立つので，

＜イ＞＝４.２です。 

 

   図① 

 

 

 

 ビーカーＣに，ビーカーＢに最初に入っていた食塩水を１０ｇ混ぜると，てんびん図の上の部分は図②の

ようになり，＜ア＞：＜イ＞＝㋐：㋑です。また，（＜ア＞＋＜イ＞）：（㋐＋㋑）＝２：５より， 

＜イ＞：㋑＝２：５なので，㋑＝４.２÷２×５＝１０.５です。⑤＝１.５＋１０.５＝１２なので，ビーカー

Ａに最初に入っていた食塩水の濃さは，③＝７.２（％）です。 
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